
●日韓親善新春の集い開かれる
２月2 8 日( 土) 、生田神社会館で兵庫県日韓親善協会主

催の日韓親善新春の集いが開かれた。日本に一番近い国
韓国にも様々な時代の波がおし寄せている。権柄佑婦人
会会長より平和で愛のある時代にとの挨拶があった。

③北欧よりのメッセージ・中島由夫展
グローバルな制作活動を続ける太陽の画家、中島由夫

氏。２月2 9 日( 土) ～３月９日( 月) まで、海文堂ギャラリ
ーで個展が開催された。とてつもないエネルギーを持っ
た中島氏のファンは多く､ 見ごたえのある個展となった。

⑤抽象彫刻への軌跡一笠置季男展開催
郷土作家シリーズの一環として、姫路市立美術館にお
いて２月2 6 日( 水) ～３月2 9 日（日）笠置季男展が開催され
た。長男の笠置太朗氏が展覧会の開催に感謝の挨拶を述
べ、テープカットに華やかなオープニングとなった。
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●中国と日本の書が出会い、交流を生田神社会館で
中国山西省太原市生まれ、若手書道家の楊小健さんが

来神。２月2 9 日に、神戸の女流書家望月美佐さんと、漢
字とか古文字の書を生田神社会館の小部屋でそれぞれに
描いて、文字の交流を。加藤宮司も加って見事に完成。
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⑧柄上公実子個展一ノスタルジー王国の美少女たち
鮮やかな色彩の中に描き出された美少女たち。北野の
ゴーフルアルデアで３月1 8 日( 水) ～2 3 日( 月) まで樋上公
実子展が開催された。月刊「ＭＯＥ」の表紙を飾るなど
ナイーヴで幻想的な世界を創り出し今後が期待される。

灘灘鱗鶏癖《 驚蕊蝿騒騒蕊謹鱗鍵蕊

蕊;‘

、綿貫宏介の世界“無坊庵宗家”ショールーム開設
３月1 1 日。中央区東町1 2 3 - 1 貿易ピルの９Ｆに、㈱

無坊庵宗家( 則岡弘士／角田嘉宏／中尾嚢) が、綿貫宏介
の世界をより身近にと、ショールームを開設。日本と西
洋の出会いを作品化した綿貫氏を囲む小宴が開かれた。

､ 識､ ､ ~ ……鐸

１
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唇俵屋昭二の個展、南京町ギャラリー蝶屋で開催
もとＪＡＰＡＮＫＯＢＥＺＥＲＯの会メンバーだった俵

屋昭二氏の個展が３月５日( 木) ～1 0 日( 火) 南京町のギャ
ラリー蝶屋で開催。身近な題材に作者のメッセージを含
んだ作品に、集まった人々は絵に見入っていた。

Ⅱ
…

●待望の神戸オペラ協会会長に田崎俊作社長が
昨秋、前神戸オペラ協会会長の下村光治社長が他界さ
れ空席だった会長に、田崎真珠㈱の田崎俊作社長がバト
ンタッチ。２月2 6 日にご縁の深いゴーフルポートピア８８
で就任を祝う会が“魔笛”の公演を前に開催された。
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ア
ト
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エ
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ト
ル

小
林
悟
さ
ん

コウベろファッション･ ソサエティ

⑳新人の方４人に自己紹介をしていた
だきました。

＆繍識聯。五

1２８

神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

専
門
学
校
教
員

田
仲
留
美
子
さ
ん

期務局／神戸市中央区東町1 1 3 - 1 大神ビル9 Ｆ
月刊神戸っ子内ＴＥＬ､ 0 7 8 - 3 3 1 - 2 2 4 6

■

フェイス紹介ニュー

神戸ファッション専門学校で、学生
達といっしょに服飾デザインを学びな
がら1 o 数年になります。最近やっと、
服作りの楽しさと難しさがわかってき
て、いろいろな事にチャレンジしたい
と考えています。今回、ＫＦＳに入会
させていただき光栄に思っています。
毎月趣好をこらしたマンスリーサロン
は、とても楽しみにしています。

デザイナーとして、また、サロン寓
里というお店を持ち、３６年間やって参
りました。このたび、ＫＦＳに入りま
して､ また新しいことを学んだり､ 皆様
方のご意見をおうかがいしたりして、
教えていただこうと思っております。
どうぞ、よろしくお願いします。

愛情と情熱を尽して、着心地の良い
服を作るために、阪急岡本でアトリエ
を開いています。今回ＫＦＳに入っ
て、皆様と今後、長いつきあいをして
いきたいと思っています。ご支援をよ
ろしくお願いします。

●一般公開講座のお知らせ
とき４月2 2 日（水）１８時3 0 分～
場所関西信用金庫本店８Ｆ

かんしんホール

中央区下山手通２－１２－３
TelO78-332--5151(代）

講師立亀長三氏
（神戸芸術工科大学教授）
欧米の各地のスライド3 0 0 枚を交
えて、最新ファッション情報の
お話を伺います。

会費2 , 5 0 0 円会員無料

サ
ロ
ン
寓
里

小
林
万
里
子
さ
ん

デ
ザ
イ
ナ
ー

佐
藤
清
子
さ
ん

昭和一桁に神戸に生れ育った私。こ
こしばらくは仕事ともはなれていまし
たが、何だかこのまま老いて行くのも
残念と思い、少しでも新しい空気にふ
れたいと思い、入会させていただきま
した。
「かぎりなく向上する神戸市/ 」
それについて私もジャンプノ老骨
にむち打ってがんばりたいと思いま
す。よろしく。

曇蕪謹嘩鋸韓零”

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



灘

１
１２９
１

洋
酒
物
語
傘

紳
譲
瀞
一
鎌
恥
譲
騨
鍵

わ
た
し
の
も
の
よ

鴨
居
羊
子

日
動
出
版
一
六
○
○
円

大
阪
読
売
新
聞
文
化
部
記
者

を
務
め
た
後
、
女
性
の
た
め
の

自
由
な
下
着
の
開
発
に
着
眼
し

「
チ
ュ
ニ
ッ
ク
社
」
を
設
立
。

下
着
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
活
躍

す
る
著
者
は
、
画
家
の
故
鴨
居

玲
の
実
姉
。
そ
の
発
想
は
、
女

性
の
解
放
に
も
通
じ
衆
目
を
浴

び
る
と
同
時
に
、
美
術
に
も
造

詣
が
深
く
、
動
物
と
幻
想
的
風

景
な
ど
を
描
い
た
プ
リ
ミ
テ
ィ

ブ
な
作
品
を
発
表
し
て
い
る
。

こ
の
本
は
、
そ
ん
な
著
者
の

人
生
の
原
風
景
と
も
い
う
べ
き

人
々
と
の
出
会
い
と
別
れ
が
、

淡
々
と
描
か
れ
て
い
る
。
細
か

お
ま
え
の
道
を

進
め
ば
い
い

安
水
稔
和

神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー

’
○
○
○
円

播
磨
に
生
ま
れ
育
ち
、
そ
の

名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

学
者
や
文
学
者
の
な
か
か
ら
、

哲
学
者
の
和
辻
哲
郎
、
小
説
家

の
阿
部
知
二
、
椎
名
麟
三
、
歌

人
の
初
井
し
づ
枝
な
ど
９
人
を

子
供
た
ち
の
た
め
に
、
易
し
く

紹
介
し
た
、
播
磨
の
文
人
た
ち

の
物
語
。

播
磨
が
生
ん
だ
、
す
ば
ら
し

い
人
た
ち
の
苦
労
が
、
心
情
が

喜
び
が
、
そ
の
時
代
を
背
景
と

し
て
、
白
蕪
な
ま
な
ざ
し
で
描

か
れ
て
い
る
。

間
隔
羊
子

三
一
》
》
》
》
》
》
》

溌
嘆
傘
鐸
惣
錨
噸
韓

牒
水
機
．
・
補
‐
…
ず

数
点
の
時
代
を
乗
り
越
え

て
、
人
は
人
と
共
に
生
き
て
い

る
。そ

ん
な
想
い
が
静
か
に
伝
わ

っ
て
く
る
。

露.±藍Ｉ鴬Ｉ
絵
画
的
イ
メ
ー
ジ
の
浮
か
ぶ

句
が
多
く
、
〃
煉
瓦
倉
庫
の
レ

ス
ト
ラ
ン
〃
や
〃
跳
ね
橋
″
な

ど
神
戸
の
名
所
・
新
名
所
の
織

り
込
ま
れ
た
句
も
少
な
く
な

い
。句

集
名
「
ト
ア
・
ロ
ー
ド
」

は
著
者
の
師
で
あ
る
桂
信
子
さ

ん
に
よ
る
も
の
。

い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
通
じ
て
、
過

ぎ
て
い
っ
た
時
と
人
に
対
す
る

深
い
愛
と
、
生
に
対
す
る
真
蕊

な
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
る
。

ル
時
代
〃
。
一
歩
先
行
く
、
洋

酒
の
物
語
は
、
読
む
者
の
心
を

酔
わ
す
。

洋
酒
物
語

藤
本
義
一

鹿
済
堂
出
版
四
五
○
円

季
節
を
問
わ
な
い
ビ
ー
ル
広

告
の
ラ
ッ
シ
ュ
、
街
を
飾
る
シ

ョ
ッ
ト
・
バ
ー
、
パ
ブ
、
ラ
ウ

ン
ジ
、
居
酒
屋
。
パ
ー
テ
ィ
ー

は
シ
ャ
ン
パ
ン
で
祝
い
、
日
本

の
ワ
イ
ン
消
費
量
は
、
こ
こ
数

年
、
飛
躍
的
な
伸
び
を
示
し
て

い
る
。「

洋
酒
物
語
」
は
、
ワ
イ
ン

へ
の
愛
着
か
ら
、
サ
ン
ト
リ
ー

の
宣
伝
部
制
作
室
在
籍
時
代
、

一
時
期
ワ
イ
ン
相
談
室
長
を
兼

任
す
る
な
ど
の
経
歴
を
も
つ
著

者
の
洋
酒
に
対
す
る
飽
く
無
き

探
究
心
と
幅
広
い
知
識
、
遊
び

心
で
綴
ら
れ
た
一
冊
。

量
か
ら
質
へ
の
〃
ア
ル
コ
ー

ト
ア
。
口
Ｉ
ド

岩
井
秀
子

牧
羊
社
一
一
五
○
○
円

合
歓
咲
け
る

こ
の
道
が
好
き

ト
ア
・
ロ
ー
ド

神
戸
の
中
央
に
生
ま
れ
、
今

も
神
戸
の
中
央
に
住
む
生
粋
の

神
戸
っ
子
、
岩
井
秀
子
さ
ん
の

句
集
。岩

井
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
四

年
、
桂
信
子
さ
ん
の
俳
句
セ
ミ

ナ
ー
読
売
教
室
に
通
い
始
め
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
俳
句
に

親
し
む
よ
う
に
な
っ
た
。
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古
き
良
き
時
代
の

ア
メ
リ
カ

昨
年
９
月
７
日
、
私
達
は
、
ア
メ
リ
カ
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

で
バ
ン
ジ
ョ
ー
を
教
え
て
お
ら
れ
る
日
系
一
世
、
チ
ャ
ー
リ
ー
・

タ
ガ
ワ
氏
の
お
誘
い
に
よ
り
、
同
州
パ
ロ
・
ア
ル
ト
で
開
か
れ
る

第
岨
回
バ
ン
シ
ョ
ー
・
ジ
ュ
ビ
リ
ー
に
出
演
す
べ
く
、
出
発
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
、
ト
ラ
ン
．
ヘ
ッ
ト
・
今
井
佐
金
吾
、
テ
ナ
ー
・
バ

ン
ジ
ョ
ー
・
鍋
山
郁
夫
と
私
、
そ
れ
に
ベ
ー
ス
。
佐
藤
旗
次
、
ド

ラ
ム
ス
・
見
並
厚
の
５
人
編
成
で
あ
る
。
時
差
に
よ
り
現
地
到

着
は
７
日
の
昼
過
ぎ
で
あ
っ
た
。

宿
舎
は
会
場
横
の
、
２
階
建
の
モ
ー
テ
ル
で
あ
る
。
日
本
の
モ

ー
テ
ル
と
異
り
、
管
理
人
が
キ
ッ
チ
リ
と
客
を
確
認
し
て
か
ら
部

屋
の
鍵
を
手
渡
す
。

も
の
で
あ
っ
た
が
、
表
釜
個
は
皆
楽
し
そ
う
に
、
嬉
し
そ
う
に
、
陶

酔
し
て
弾
い
て
い
た
。

演
奏
さ
れ
る
の
は
、
昔
の
ジ
ャ
ズ
・
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
民
謡
な
ど

で
す
べ
て
長
調
、
キ
イ
は
Ｃ
・
Ｇ
．
Ｆ
が
殆
ん
ど
で
、
時
折
Ｂ
ｂ

の
も
の
が
混
っ
て
い
た
。

一
休
み
す
る
間
も
な
く
、
会
場
へ
お
も
む
く
。
会
場
は
パ
ロ
・

ア
ル
ト
・
エ
ル
ク
ス
。
ク
ラ
ブ
と
言
い
、
大
き
な
エ
ル
ク
鹿
の
頭

部
の
剥
製
が
壁
に
飾
っ
て
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
多
勢
の
バ
ン
ジ
ョ

ー
奏
者
が
集
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
オ
ー
ル
ド
・
タ
イ
マ
ー
を
楽
し

ん
で
い
る
。
楽
譜
は
な
い
が
、
入
れ
か
わ
り
、
立
ち
か
わ
る
リ
ー

ダ
ー
の
前
奏
に
呼
応
し
て
、
一
斉
に
弾
き
出
す
の
で
あ
る
。

夜
に
は
ジ
ャ
ム
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
人
が
三

々
五
々
、
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、
大
き
な
ロ
ー
ス
ト
・
ビ
ー
フ
を
メ

イ
ン
に
し
た
フ
ル
コ
ー
ス
や
ワ
イ
ン
を
上
品
に
楽
し
ん
で
い
る
。

服
装
も
背
広
、
ネ
ク
タ
イ
で
、
女
性
も
正
装
し
、
一
昔
前
の
華
麗

な
パ
ー
テ
ィ
ー
の
姿
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
は
昼
間
の
演
奏
を
も
う
少
し
組
織
だ
て
た
よ
う
な

☆
出
会
い
の
旅
☆

■

９
月
８
日
。
い
よ
い
よ
第
岨
回
バ
ン
ジ
ョ
ー
・
ジ
ュ
ピ
リ
ｉ
の

本
番
で
あ
る
。
会
場
は
、
前
日
セ
ッ
シ
ョ
ン
添
行
わ
れ
た
エ
ル
ク

ス
・
ク
ラ
ブ
で
、
そ
れ
は
丁
度
日
本
の
区
民
セ
ン
タ
ー
か
小
ホ
ー

ル
の
よ
う
な
広
さ
で
、
舞
台
に
向
っ
て
、
イ
ス
が
扇
型
に
並
べ
ら

れ
て
い
た
。
会
場
一
ぱ
い
に
客
が
入
り
、
車
イ
ス
の
人
達
も
何
人

か
来
て
い
て
、
楽
し
そ
う
に
聴
い
た
り
、
語
っ
た
り
し
て
い
た
。

会
場
に
隣
接
し
て
可
成
り
の
広
さ
の
バ
ー
が
あ
り
、
酒
類
・
コ
ー

ヒ
ー
・
ジ
ュ
ー
ス
・
軽
食
な
ど
が
販
売
さ
れ
て
い
た
。
客
の
一
部

は
そ
れ
ら
を
飲
食
し
な
が
ら
、
演
奏
を
聴
い
て
い
た
。

会
場
の
も
う
一
方
に
隣
接
す
る
部
屋
も
相
当
広
く
、
そ
こ
は
調

絃
し
た
り
、
ス
タ
ン
バ
イ
し
た
り
、
演
奏
が
終
っ
て
く
つ
ろ
い
で

い
た
り
す
る
人
で
賑
わ
っ
て
い
た
。
ま
た
色
々
の
種
類
の
バ
ン
ジ

ョ
ー
や
テ
ナ
ー
・
ギ
タ
ー
、
レ
コ
ー
ド
や
テ
ー
プ
、
バ
ン
ジ
ョ
ー

の
部
品
な
ど
が
展
示
・
即
売
さ
れ
て
い
た
。

リ
ハ
ー
サ
ル
は
な
い
。
準
備
の
た
め
に
運
指
な
ど
最
後
の
シ
メ

は
外
の
ポ
ー
チ
で
勝
手
に
や
っ
て
い
る
。
ポ
ー
チ
の
外
は
プ
ー
ル

に
な
っ
て
い
て
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
楽
し
む
人
達
を
眺
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
私
達
も
そ
こ
で
手
馴
ら
し
を
し
て
か
ら
舞
台
に
立
っ
た
。

ｌ
バ
ロ
・
ア
ル
ト
・
エ
ル
ク
ス
・

ク
ラ
ブ
の
２
日
間
Ｉ

平
吉
功
樹

八
コ
ウ
ベ
・
バ
ン
ジ
ョ
ー
・
ク
ラ
ブ
Ｖ
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若
干
不
安
な
気
持
だ
っ
た
が
、
一
生
け
ん
め
い
に
演
奏
し
た
。

一
寸
楽
な
気
持
ち
に
な
っ
た
の
は
客
の
視
線
を
見
て
か
ら
だ
。
そ

の
や
さ
し
げ
な
眼
が
、
精
一
ぱ
い
の
演
奏
を
励
ま
し
て
呉
れ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
演
奏
し
な
が
ら
、
一
曲
済
む

ご
と
に
、
そ
の
時
間
が
い
と
お
し
か
っ
た
。
あ
と
一
曲
で
終
っ
て

し
ま
う
。
…
も
っ
と
や
り
た
い
…
。

演
奏
が
終
る
と
、
遠
来
の
奏
者
を
も
て
な
す
た
め
か
、
こ
の
時

ば
か
り
は
皆
立
ち
上
っ
て
拍
手
を
し
て
く
れ
た
。
嬉
し
い
、
幸
わ

せ
の
極
み
で
あ
っ
た
。

▲サンフランシスコ空港で
チャーリーと一緒に

< ＴＨＥＫＯＢＥＢＡＮＪＯＣＬＵＢが
クラブで開かれた風景

コ
ウ
ベ
。
バ
ン
ジ
ョ
ー
・
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
て
弱
年
、
長
い
風

雪
の
時
代
を
過
ご
し
た
私
達
の
バ
ン
ジ
ョ
ー
を
愛
す
る
心
は
、
ア

メ
リ
カ
で
初
め
て
理
解
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
ろ
こ
び
と
感

激
を
、
今
、
じ
っ
と
か
み
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

バ
ン
ジ
ョ
ー
の
愛
好
家
に
は
、
聴
衆
に
も
奏
者
に
も
年
配
の
人

が
多
く
、
そ
の
表
情
も
お
だ
や
か
で
動
作
も
落
着
い
て
い
た
が
、

彼
等
に
は
、
自
分
達
が
若
か
り
し
頃
流
行
っ
た
バ
ン
ジ
ョ
ー
と
歌

を
、
如
何
に
遠
い
所
か
ら
で
あ
ろ
う
と
聴
き
に
き
て
、
そ
の
一
時

を
、
そ
の
一
瞬
を
楽
し
も
う
と
い
う
気
持
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。

展
示
さ
れ
て
い
た
黄
金
に
輝
く
数
々
の
バ
ン
ジ
ョ
ー
に
刻
ま
れ

た
装
飾
の
、
何
と
見
事
で
あ
っ
た
こ
と
。
そ
れ
ら
は
往
時
の
ア
メ

リ
カ
の
、
楽
器
製
造
職
人
の
魂
の
結
集
で
あ
っ
た
。

エ
ル
ク
ス
・
ク
ラ
ブ
の
２
時
間
、
古
き
良
き
時
代
の
ア
メ
リ
カ

が
、
そ
こ
に
あ
っ
た
。

舞
台
か
ら
下
り
て
、
展
示
即
売
の
部
屋
に
引
き
上
げ
る
と
、
そ

こ
に
い
る
人
達
が
、
そ
れ
ま
で
と
は
ち
が
い
、
親
し
げ
に
話
し
か

け
て
く
る
。
英
語
が
殆
ん
ど
わ
か
ら
な
い
私
に
も
、
「
素
晴
し
い

演
奏
を
有
難
う
」
と
い
う
言
葉
は
、
ハ
ッ
キ
リ
と
理
解
で
き
た
。

多
く
の
人
の
「
有
難
う
」
を
受
け
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
載
っ
て
い
る

写
真
に
サ
イ
ン
な
ど
し
て
、
舞
台
の
余
韻
を
じ
っ
く
り
と
楽
し
ん

だ
。
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け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
が
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

マ
ッ
プ
の
対
象
施
設
は
中
央
区
内
の
官
公
庁
、
銀
行
、

映
画
館
、
宿
泊
、
病
院
、
郵
便
局
、
小
売
店
、
飲
食
店
、

コ
ン
ビ
ー
ー
エ
ン
ス
ト
ア
な
ど
、
誰
も
が
よ
く
利
用
す
る
施

設
や
商
店
が
中
心
で
、
４
年
間
に
約
一
二
○
○
カ
所
を
上

回
る
調
査
を
実
施
し
、
マ
ッ
プ
に
は
そ
の
う
ち
二
五
八
件

の
建
物
や
商
店
等
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
一
軒
一
軒
車
い

す
と
共
に
足
を
運
ん
で
調
べ
た
情
報
、
た
と
え
ば
店
内
外

の
段
差
や
通
路
幅
、
車
い
す
用
ト
イ
レ
や
洋
式
ト
イ
レ
の

有
無
、
出
入
口
の
ド
ア
の
状
況
や
ス
ロ
ー
プ
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
有
無
、
公
衆
電
話
の
設
置
や
高
さ
、
種
類
、
最
寄

り
の
交
通
機
関
等
が
丁
寧
に
分
か
り
や
す
く
紹
介
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
外
出
先
で
車
い
す
が
パ
ン
ク
を
し
た
時
に

「
車
い
す
の
パ
ン
ク
修
理
を
し
て
く
れ
る
自
転
車
屋
さ

ん
」
の
連
絡
先
も
各
地
域
ご
と
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
も

利
用
者
に
と
っ
て
心
強
い
。

こ
の
マ
ッ
プ
づ
く
り
の
中
心
と
な
っ
て
き
た
会
長
の
斎

瀞

「
神
戸
く
る
ま
い
す
マ
ッ
プ
（
中
央
区
版
）
」
と
い
う
貴

重
な
冊
子
が
５
年
と
い
う
時
間
を
か
け
た
綿
密
な
調
査
の

後
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
二
○
○
○
部
出
版
さ
れ
た
。

「
障
害
者
だ
っ
て
ス
テ
キ
な
街
。
神
戸
を
満
喫
し
た
い
」

と
い
う
思
い
が
こ
の
マ
ッ
プ
づ
く
り
の
原
動
力
と
な
り
、

障
害
者
４
名
が
集
ま
っ
て
、
特
に
車
い
す
利
用
者
の
視
点

で
街
を
見
た
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
つ
く
ろ
う
と
「
神
戸
車
い

す
マ
ッ
プ
を
つ
く
る
会
」
（
会
長
・
斎
藤
晴
久
）
が
結
成
さ

れ
た
の
が
一
九
八
七
年
四
月
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
今
日
ま

で
「
だ
れ
で
も
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
へ
で
も
、
安
心
し
て

出
か
け
ら
れ
る
、
み
ん
な
に
や
さ
し
い
街
・
と
う
べ
」
を

み
ん
な
で
築
い
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、
車
い
す
マ
ッ
プ

づ
く
り
を
中
心
と
し
た
活
動
を
す
す
め
て
き
た
が
、
仲
間

も
４
人
か
ら
釦
数
人
へ
と
増
え
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
５

年
も
の
時
間
が
か
か
っ
た
た
め
に
仲
間
が
減
ら
な
い
よ
う

に
す
る
の
と
、
長
い
時
間
の
う
ち
に
新
築
さ
れ
た
り
増
築

さ
れ
る
建
物
が
あ
る
と
、
二
回
も
三
回
も
再
調
査
を
し
な

車
い
す
か
ら
見
た
、

み
ん
な
に
や
さ
し
い
街
・
こ
う
べ

〃
神
戸
く
る
ま
い
す
マ
ッ
プ
（
中
央
区
版
）
〃
完
成

鐘
君

薄し_ ノ瀞

１
１３２
１

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

神
戸
を

福
祉
の
街
↓二

:.さあ､メリケンパークへ」
行くまでのコースチェック

蕊
橋
本

明
く
鑑
歎
蕊
蕊
〉

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｆ
Ｕ
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Ｓ
Ｈ
Ｉ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



鴬

藤
晴
久
さ
ん
は
冊
子
の
発
刊
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
い

て
い
る
。

「
実
際
に
車
い
す
を
先
頭
に
街
を
点
検
調
査
す
る
と
、
た

と
え
三
’
四
セ
ン
チ
の
段
差
で
も
車
い
す
で
こ
れ
を
越
え

る
に
は
も
の
す
ご
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
、
そ
の
な
ん

で
も
な
い
段
差
が
と
き
に
は
〃
壁
″
と
な
る
と
い
う
こ
と

が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
立
ち
寄
っ
た
お
店
の

人
や
周
り
の
人
た
ち
に
も
気
付
い
て
も
ら
え
れ
ば
、
ち
ょ

っ
と
し
た
手
助
け
や
段
差
の
解
消
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
は
…
…
。
ま
た
、
外
出
す
る
こ
と
に
不

安
を
感
じ
て
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
障
害
を
持
う
人
た

ち
に
こ
の
車
い
す
マ
ッ
プ
を
見
て
い
た
だ
い
て
〃
み
ん
な

に
や
さ
し
い
街
・
こ
う
べ
〃
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ

し
て
そ
の
人
た
ち
が
自
分
に
合
っ
た
外
出
ス
タ
イ
ル
を
考

え
て
、
車
い
す
マ
ッ
プ
を
小
脇
に
街
へ
出
か
け
て
い
っ
て

実
際
に
〃
み
ん
な
に
や
さ
し
い
街
・
こ
う
べ
〃
を
自
分
の

肌
で
感
じ
て
ほ
し
い
。
私
た
ち
の
つ
く
っ
た
車
い
す
マ
ッ

プ
が
、
街
へ
出
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
…
…
と
こ
ん
な
思

い
も
こ
の
マ
ッ
プ
に
込
め
ま
し
た
。
」

神
戸
の
街
は
南
北
に
坂
道
が
多
く
、
古
い
建
物
で
坂
に

面
し
た
出
入
口
の
段
差
は
車
い
す
利
用
者
が
介
助
者
な
し

鯛凧濡鼠需評呼詮
．、iMAw:,､評哩索

完成した「神戸< るまいすマップ中央区版」
Ｂ５版2 0 8 ページ

雛
垂 謹騨

ち
ょ
っ
と
し
た
入
口
の
段
差
が
大
き
な
壁
に
４
人
い
れ
ば
電
動
車
い
す
も
あ
げ
ら
れ
る

で
気
軽
に
出
歩
く
こ
と
は
難
し
く
、
北
野
町
の
異
人
館
の

観
光
施
設
は
た
だ
の
一
軒
も
車
い
す
で
入
れ
る
所
は
な
か

っ
た
と
い
う
。
斎
藤
さ
ん
は
街
づ
く
り
へ
の
提
言
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
街
づ
く
り
に
関
す
る
条
例
等
の
改
正
時
に
は
障

害
者
等
の
代
表
も
審
議
委
員
と
し
て
参
加
し
、
障
害
者
等

の
意
見
や
思
い
が
充
分
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
。
駅
前
再
開
発
な
ど
の
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
長

期
間
か
か
る
事
が
多
い
の
で
、
工
事
中
に
車
い
す
利
用
者

が
安
全
で
快
適
に
通
る
こ
と
の
で
き
る
ル
ー
ト
の
確
保
を

計
画
段
階
か
ら
導
入
し
て
ほ
し
い
。
条
例
の
基
準
以
下
の

小
さ
な
建
物
も
建
築
基
準
法
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
改
め

て
ほ
し
い
、
等
考
え
て
い
る
。

こ
の
マ
ッ
プ
は
障
害
者
に
限
ら
ず
、
お
年
寄
り
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
も
使
い
や
す
い
も
の
に
す
る
こ
と
を
重
点
に

お
い
て
作
ら
れ
て
い
る
。
一
度
手
に
と
っ
て
街
を
歩
い
て

み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。
今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
こ
と
が

見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

☆
「
神
戸
く
る
ま
い
す
マ
ッ
プ
」
申
込
先
。

〒
卸
神
戸
市
兵
庫
区
御
崎
町
－
１
－
’
八
’
四
○
八

神
戸
車
い
す
マ
ッ
プ
を
つ
く
る
会
斎
藤
晴
久

（
無
料
。
送
料
獅
円
必
要
な
の
で
申
込
時
に
封
書
で
送
付
の
こ
と
） 畷謹醸

蔦

瀧
殿
鍵
蝉
鞠

蝉
ｆ
蔀
塗
織
鑑
織
露

起
電
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雅ただようくつろぎの館

､;診勧鍵裂滅
ＴＥＬ(078)904-0781

会議ｾ ﾐ ﾅ ｰ から御家族づれ燕

来
年
、
神
戸
市
が
行
う
〃
ア
ー
バ
ン
リ

ゾ
ー
ト
フ
ェ
ア
〃
に
参
加
す
る
べ
く
論
．
有

馬
町
民
が
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
っ
た

〃
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
・
ア
イ
デ
ィ
ア
コ

ン
ペ
〃
・
力
作
ぞ
ろ
い
の
冊
点
の
中
、
グ

ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
御
所
坊
社
長
の
金
井

さ
ん
に
、
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

一
九
八
七
年
、
私
共
有
馬
町
民
と
神
戸

市
は
、
有
馬
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定

い
た
し
ま
し
た
。

神
戸
市
は
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
構
想
を

打
ち
出
し
、
切
年
に
は
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー

ト
フ
ェ
ア
を
開
催
い
た
し
ま
す
が
、
有
馬

は
そ
の
一
員
と
し
て
、
ど
ん
な
役
割
を
担

う
こ
と
が
出
来
る
の
か
。
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
で
決
め
た
〃
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ

た
有
馬
〃
を
ど
う
実
現
し
て
い
く
の
か
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
具
体
例
を
提
案
い

た
し
ま
し
た
。

ま
ず
コ
ン
セ
プ
ト
を
４
つ

134

●

「
有
馬
正
夢
物
語
Ｌ

ｌ
金
井
啓
修
さ
ん
の
考
え
Ｉ

ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
フ
ェ
ア
に
向
け
て

TEL(078)904-0731

有島プランI ﾆ ホテル

▼
審
査
委
員
▲

３２１
、、、八

審
査
委
員
長
Ｖ

大
久
保
昌
一
（
大
阪
大
学
名
誉
教
授
）

八
審
査
委
員
Ｖ

新
谷
英
子
（
彫
刻
家
）

飯
尾
理
郎
（
神
戸
新
聞
社
文
化
部
長
兼
編

集
局
次
長
）

藤
獄
彰
英
（
旅
行
作
家
）

宮
西
悠
司
（
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

市
田
清
弘
（
神
戸
市
土
木
局
道
路
部
長
）

中
西
研
一
（
神
戸
市
経
済
局
観
光
課
長
）

岡
本
好
右
（
側
神
戸
国
際
観
光
協
会
常
務

理
事
）

梶
本
雅
夫
（
有
馬
温
泉
観
光
協
会
長
）

松
林
幸
男
（
有
馬
町
自
治
協
議
会
長
）

奥
田
員
（
神
戸
市
観
光
ホ
テ
ル
旅
館
協

会
会
長
）

古
い
け
ど
新
し
い

温
泉
地
な
の
に
ハ
イ
セ
ン
ス

都
市
に
近
い
が
自
然
が
い
っ
ぱ
い

ＴＥＬ(078)904-0181

古象風 ●敏山
日本風の館です

静寂さにつつまれた
くつろぎの宿
国際観光旅館

欽山は典雅な自然の恵みを

陵楓閣
ＴＥＬ(078)904-0675
ＴＥＬＥＸ５６２７－１１５TEL(078)904-0701㈹

湯けむりに伝える
団匪H q 光旅館政府遼録国際観光旅館
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敷地内から籾きでろ
日本姫古の温泉｡ 有易温泉画

阪急ホテルチェーン

噌司馬陸ユーホデル
ＴＥＬ(078)904-2295㈹

●
温泉と演芸と遊技塔

有馬へI L ズセン享．－
ＴＥＬ(078)904-2291

１
、
広
報
活
動
と
し
て
、
自
然

く
ハ
イ
セ
ン
ス
で
文
化
性

豊
か
な
有
馬
を
Ｐ
Ｒ
し
た

い
。

２
、
サ
イ
ン
計
画
と
し
て
車
両

と
人
が
わ
か
り
や
す
く
町

内
を
ま
わ
れ
る
方
法
を
。

３
、
行
事
。
祭
事
は
、
有
馬
の

伝
統
と
格
式
あ
る
行
事
を

メ
イ
ン
に
、
集
客
要
素
を

も
た
す
。

受
け
入
れ
体
制
と
し
て
は

１
、
中
核
施
設
考
と
し
て
、
有

馬
の
核
は
温
泉
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
他
地
域
に
な
い

湯
を
利
用
し
た
中
核
施
設

を
。

２
、
サ
ブ
施
設
考
と
し
て
、
有

馬
・
滝
川
あ
た
ご
山
遊
歩

道
を
作
り
、
そ
の
途
中
に

つ
り
橋
、
親
水
施
設
、
パ
タ

ー
ゴ
ル
フ
場
等
を
作
る
。

４
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
心
地
よ
い
温

泉
地

と
決
め
ま
し
た
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
有

馬
の
考
え
方
・
姿
を
他
地
域
の
人
々
、
お

客
様
に
認
知
し
て
い
た
だ
く
為
の
対
外
認

知
活
動
、
そ
し
て
訪
れ
た
方
々
の
為
の
受

け
入
れ
体
制
の
充
実
を
２
本
の
柱
と
し
ま

し
た
。対

外
語
知
活
動
と
し
て
は
、

１
、
広
報
活
動
と
し
て
、
自
然
に
や
さ
し

≦ごアラデニーブ三アー

３
、
ソ
フ
ト
ァ
イ
テ
ム
考
と
し
て
、
有
馬

総
合
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
の
建
設
。
有
馬
温
泉
全
体
の
構
想

の
見
直
し
、
ま
た
、
文
化
村
ク
ラ
フ

ト
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
な
ど
。

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
を
全
七
巻
の
巻
物
と

し
て
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
、
修
正
加
筆
し
て
、
有
馬
の
街
づ

く
り
の
為
に
お
役
に
立
て
れ
ば
、
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

ユニークないでたちで登場した金井啓修さん

穆噛uMp

TEL(O乃)9,3-1.024

*趣りの潤憩熟埼坊
TEL(078)904-0551

日本最長、延々、
五キロの空中旅情。
ＴＥＬＯ７８(891 ) 0 0 3 1

テニスでいい汗
い喰湯にとっぷり
味に集う

結婚式場を完備しています

寵伝統と構武を誇‘
奏斎
I 旬陽間

聯韮切到先一
135

景勝高台の近代旅館
ＴＥＬ(078)904-0501㈹
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１
３６
１

ご
斎

園
・
暴

状
サ
ン
タ
マ
リ
ア
号

最
終
（
神
戸
）
入
港
記
念

荘
村
清
志
ス
ペ
イ
ン
を
弾
く

４
月
吃
日
（
日
）
Ｍ
時
神
戸
市
立
博
物
館

－
割ギ

タ
ー
ソ
ロ

２
部歌

、
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ

渡
辺
由
美
子

女
性
ギ
タ
ー
ァ
ン
サ
ン
ブ
ル

プ
レ
リ
ュ
ウ
ド

３
部ギ

タ
ー
ソ
ロ司会

富
士
原
陸

☆
第
７
回
展
覧
会
の
絵

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

原
公
一
郎

４
月
あ
日
（
土
）
神
戸
ジ
ー
ベ
ッ
ク
ス

タ
ジ
オ
旧
時
２
５
０
０
円

勺
Ｈ
ｏ
ｍ
３
ｇ

パ
ー
ト
ー

ブ
ル
ー
の
レ
イ
ン
コ
ー
ト

４

荘村清志

キ
ャ
ス
ト
は
、
鳳
蘭
、
布
施

明
、
津
嘉
山
正
種
。

最
近
の
出
来
事

９
月
の
街
（
の
○
口
巴

妃
才
の
手
紙
（
の
○
コ
巴

そ
の
他

パ
ー
ト
２

ジ
・
オ
ー
ル
ド
ス
ト
リ
ー
ト

ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス

パ
リ
ジ
ェ
ン
ヌ
の
楽
し
み

小
泉
八
雲
の
世
界
（
組
曲
）

そ
の
他

☆
北
口
功

ギ
タ
ー
リ
サ
イ
タ
ル

４
月
肥
日
（
土
）
旧
時
半
生
田
文
化

会
館
２
階
大
ホ
ー
ル
－
５
４
０
円

識

Ｎ
・
コ
ス
ト

グ
ラ
ン
・
ソ
ロ
作
品
幻

Ｂ
・
雫
フ
リ
テ
ン

ノ
ク
タ
ー
ナ
ル
作
品
、

Ａ
・
ピ
ア
ソ
ラ

コ
ン
パ
ポ
ト
レ

ロ
マ
ン
テ
イ
コ

原公一郎北口功

霞☆
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

カ
ル
メ
ン
を
愛
し
た

伯
爵
夫
人
ｌ
お
ん
な
Ｉ

４
月
加
日
（
土
）
ｌ
釦
日
（
木
）
新
神
戸

オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場
Ｓ
席
７
０
０
０
円

Ａ
席
３
５
０
０
円

１
８
７
０
年
代
、
と
こ
ろ
は

フ
ー
フ
ン
ス
。

魅
力
的
な
伯
爵
夫
人
セ
レ
ス

ト
・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
を
め
ぐ
り
交

錯
す
る
様
々
な
人
閤
羅
俣
様
。

☆
松
本
秋
則
展

〃
膜
想
の
部
屋
″

４
月
妬
日
（
日
）
ま
で
ジ
ー
ベ
ッ
ク
ホ

ワ
イ
エ
（
火
晒
日
休
館
）

Ⅷ
よ
り
音
の
出
る
作
品
Ｉ
サ

ウ
ン
ド
・
オ
ブ
ジ
ェ
の
創
作
を

始
め
、
そ
れ
ら
の
作
品
を
様
々

鍵
一三鍾錘

Ｈ
・
ヴ
ィ
ナ
ー
ロ
ポ
ス

シ
ョ
ー
ロ
ス
第
１
番

Ａ
・
バ
リ
オ
ス
ー
マ
ン
ゴ
レ

過
ぎ
去
り
し
ト
レ
モ
ロ

ワ
ル
ッ
第
２
番
、
第
４
番

”
伽
怨
恨
』
演
劇

布施明 鳳闘

霧鰯

☆
日
中
合
作
上
海
昆
劇

梁
谷
音
一
人
舞
台

腕
容
Ｅ
Ｎ
Ｙ
Ｏ
Ｕ

５
月
８
日
（
金
）
畑
時
半
ピ
ッ
コ
ロ
シ

ア
タ
ー
一
般
６
０
０
０
円
高
校
生
以

下
４
０
０
０
円 ＝ラ

ス
ト
エ
ン
ペ
ラ
ー
沖
儀
の

皇
后
、
腕
容
は
時
代
の
反
逆
者

か
別
阿
片
に
身
を
や
つ
す
腕

容
と
は
…
…
…
。
中
国
昆
劇
界

の
至
宝
、
梁
谷
音
（
リ
ァ
ン
・

グ
。
イ
ン
）
に
よ
る
待
望
の
一

人
舞
台
。
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☆
豪
姫
ｌ
ご
う
ひ
め
１

４
月
Ⅷ
日
Ｉ
、
三
宮
国
際
に
っ
か
つ

反
骨
の
茶
人
・
織
部
。
秀
吉

の
養
女
に
し
て
、
自
由
奔
放
な

バ
サ
ラ
精
神
を
生
き
る
豪
姫
。

侍
を
嫌
い
、
自
ら
隠
遁
者
と

し
て
生
き
る
自
由
人
。
ウ
ス
。

こ
の
三
人
が
、
秀
吉
、
家
康

等
の
権
力
者
に
翻
弄
さ
れ
な
が

ら
も
、
時
代
に
お
も
ね
る
こ
と

な
く
、
自
由
精
神
を
貫
く
姿
を

描
い
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
一
大

叙
事
詩
。

１
１３７
１

て
の
ポ
ス
タ
ー
・
版
画
作
品
を

１
３
３
点
展
示
す
る
。

複
製
芸
術
の
新
た
な
る
可
能

性
を
見
つ
け
出
す
又
と
な
い
機

会
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

オ
ブ
ジ
ェ
の
自
動
演
奏
と
明

か
り
の
自
動
演
出
に
よ
る
〃
無

人
演
劇
″
シ
リ
ー
ズ
の
展
開
。

★
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
と
ポ
ナ
ー
ル

の
パ
リ
ー
フ
ラ
ン
ス
世
期
末

の
版
画
と
ポ
ス
タ
－
１

４
月
相
日
（
日
）
ま
で
西
宮
市
大
谷
記

念
美
術
館
（
水
曜
休
館
）
一
般
８
０
０
円

高
大
生
６
０
０
円
小
中
生
４
０
０
円

前
世
紀
末
か
ら
今
世
紀
初
頭

に
か
け
て
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
い

わ
ゆ
る
大
衆
文
化
が
成
立
し
、

な
空
間
に
置
き
、
景
観
と
音
の

作
り
出
す
楽
し
み
を
提
示
し
続

け
て
い
る
不
思
議
美
術
家
・
松

本
秋
則
の
世
界
。

量
産
可
能
な
複
製
芸
術
が
盛
ん

に
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

本
展
は
、
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
と

ポ
ナ
ー
ル
を
中
心
と
し
た
均
世

紀
末
か
ら
別
世
紀
初
め
に
か
け

《
猫
露
檀

蝿 穏

☆
サ
ン
タ
マ
リ
ア
号
最
終
（
神
戸
）

入
港
ギ
タ
ー
リ
サ
イ
タ
ル

４
月
哩
日
（
日
）
神
戸
市
立
博
物
館

型
時
、
３
０
０
０
円

☆
忌
野
清
志
郎
冨
津
﹈
戸
プ
ッ
カ
ー
自

陣
》
固
き
⑦
旨
の
、

４
月
即
日
（
月
）
神
戸
国
際
会
館

鵡
時
半
、
５
１
５
０
円
・
４
６
３
５

国
腺

★
沢
田
知
可
子

４
月
塑
日
（
金
）
神
戸
文
化
ホ
ー
ル

・
大
ホ
ー
ル
通
時
半
３
９
１
４

円 園
・
※

古
田
織
部
に
仲
代
達
也
。
豪

姫
に
宮
沢
り
え
。
ジ
ュ
ン
サ
イ

に
「
利
休
」
で
主
演
男
優
賞
を

全
て
さ
ら
っ
た
三
国
連
太
郎
。

さ
ら
に
、
ウ
ス
に
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
モ
デ
ル
と
し
て
活
躍
し

て
き
た
新
人
・
永
樺
俊
矢
。

勅
使
河
原
宏
監
督
作
品
。

映
画

☆
海
文
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー

作
家
招
待
展

ス
テ
ィ
ー
プ
・
ロ
ー
デ
ン

津
。
ヨ
シ
ョ
⑦
臥
目４

／
４
１
４
／
、

コ
ア
ー
ー
ャ
ー
ル
展

４
／
、
１
４
／
Ⅳ

好
家
鼎
画
展

４
／
咽
１
４
／
塑

岡
坂
博
之
展

４
／
霞
１
５
／
１

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
国
内
篇

５
／
２
１
５
／
６

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
海
外
篇

５
／
７
１
５
／
、

★
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館

近
代
の
彫
刻

４
／
４
１
８
／
９

金
山
平
三
展
工

４
／
４
１
６
／
皿

小
磯
良
平
展
Ｉ

４
／
４
１
６
／
ｕ

神
秘
と
の
対
話

Ｉ
ス
ト
ー
ン
ヘ
ン
ジ
か
ら未

来
都
市
Ｉ

４
／
４
１
５
／
誕

新
収
蔵
品
鵬

４
／
４
１
６
／
７

立
体
と
オ
プ
ジ
ュ

ー
山
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
Ｉ

４
／
４
１
６
／
型

特
別
展

三
谷
十
糸
子
展

’
ひ
と
す
じ
の
路
Ｉ４

／
、
１
５
／
ｍ

★
神
戸
市
立
博
物
館

特
別
展

中
国
明
清
名
画
展

ｌ
中
国
天
津
市
芸
術
博
物
館
秘
蔵
ｌ

神
戸
と
友
好
都
市
提
拙
を
結
ん
で
い

る
中
国
・
天
津
市
の
天
津
市
芸
術
博
物

館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、
特
に

明
（
１
３
６
８
１
１
６
４
４
）
・
清
（
１

１
９
１
２
）
時
代
の
絵
画
作
品
鎚
点
を

選
び
展
観
。

こ
れ
ら
は
海
外
で
は
ほ
と
ん
ど
公
開

さ
れ
た
こ
と
の
な
い
も
の
ば
か
り
で
、

我
が
国
の
絵
画
史
に
か
つ
て
多
大
な
波

紋
を
及
ぼ
し
た
明
箭
画
の
歴
史
に
ふ
れ

る
貴
垂
な
機
会
だ
と
言
え
る
。

４
／
４
１
５
／
加

忽
鴇

☆
姫
路
文
学
館

播
磨
灘
物
語
展

智
将
黒
田
官
兵
術
を
描
く

（
開
館
１
周
年
記
念
）４

／
３
１
６
／
７
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｡

ア
メ
リ
カ
映
画
と
申
し
て
も
こ
れ
は
「
ス
ト
レ
ン
ジ
ャ
ー
・
ザ

ン
・
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
（
一
九
八
四
）
「
ダ
ウ
ン
・
パ
イ
・
ロ
ー
」
（
八

六
）
「
ミ
ス
テ
リ
ー
・
ト
レ
イ
ン
」
（
八
九
）
な
ど
の
ジ
ム
・
ジ
ャ

ー
ム
ッ
シ
ュ
監
督
の
一
九
九
一
年
作
叩
ア
メ
リ
カ
映
画
、
カ
ラ
ー
、

二
時
間
九
分
。

こ
の
映
画
を
見
た
と
き
私
は
目
か
ら
ウ
ロ
コ
が
落
ち
た
と
申
す

か
キ
ラ
リ
一
滴
の
涙
を
こ
ぼ
し
た
。
こ
れ
は
実
は
こ
の
日
よ
り
五

日
ま
え
、
私
は
ヴ
ィ
ム
・
ヴ
ェ
ン
ダ
ー
ス
に
卒
倒
し
た
ゆ
え
だ
っ

た
。
ヴ
ェ
ン
ダ
ー
ス
は
人
も
知
る
「
パ
リ
、
テ
キ
サ
ス
」
（
八
四
）

「
ベ
ル
リ
ン
・
天
使
の
詩
」
（
八
七
）
の
監
督
。
こ
の
ヴ
ェ
ン
ダ
ー

ス
と
ジ
ム
・
ジ
ャ
ー
ム
ッ
シ
ュ
、
ど
こ
か
似
て
ジ
ム
は
一
九
五
三

年
の
ア
メ
リ
カ
生
れ
、
ヴ
ィ
ム
は
一
九
四
五
年
ド
イ
ツ
の
デ
ュ
ッ

セ
ル
ド
ル
フ
生
れ
。
ヴ
ィ
ム
四
十
七
歳
、
ジ
ム
三
十
九
歳
。

と
こ
ろ
で
こ
の
ヴ
ィ
ム
の
二
時
間
四
○
分
だ
っ
た
か
の
長
篇
に

は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
ー
ト
、
ソ
ル
ベ
イ
グ
・
ド
マ
ル
タ
ン
、
ジ
ャ

ン
ヌ
・
モ
ロ
ー
、
マ
ッ
ク
ス
・
フ
ォ
ン
・
シ
ド
ー
か
ら
数
カ
ッ
ト

り
ゆ
う
ち
し
ゅ
う

と
は
い
え
我
が
笠
智
衆
ま
で
も
出
演
し
て
い
る
と
い
う
の
に
、
》
』

、
、
、
、

の
「
夢
の
涯
て
ま
で
も
」
（
一
九
九
一
年
作
）
は
私
に
は
ご
う
も
ん

だ
っ
た
。
映
画
は
イ
タ
リ
ア
、
ベ
ニ
ス
、
パ
リ
、
リ
ス
ボ
ン
、
ベ

ル
リ
ン
、
モ
ス
ク
ワ
、
北
京
、
東
京
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
め
ぐ
る
の
だ
が
、
こ
の
ひ
と
り
よ
が
り
の
愚
作

に
は
ま
い
っ
て
し
ま
っ
た
。
ヴ
ェ
ン
ダ
ー
ス
、
お
ま
え
は
狂
っ
た

か
と
さ
え
思
っ
た
ほ
ど
だ
っ
た
。

ど
の
あ
と
ジ
ム
の
「
ナ
イ
ト
。
オ
ン
・
ザ
。
プ
ラ
ネ
ッ
ト
」
。
ヴ
ィ

ム
と
ジ
ム
と
の
ち
が
い
を
こ
れ
ほ
ど
痛
感
し
た
の
は
お
勉
強
に
な

･剛員蕊寿。

っ
た
。
こ
の
ジ
ム
は
ス
マ
ー
ト
。
オ
ム
ニ
バ
ス
で
あ
る
。
同
じ
日

の
同
じ
時
刻
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
午
後
七
時
七
分
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

午
後
一
○
時
七
分
。
パ
リ
午
前
四
時
七
分
。
ロ
ー
マ
午
前
四
時
七

分
（
パ
リ
と
ロ
ー
マ
は
時
差
な
し
だ
っ
た
）
。
そ
し
て
ヘ
ル
シ
ン

キ
午
前
五
時
七
分
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
こ
の
時
刻
。
映
画
は
そ
れ

ぞ
れ
の
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
が
客
を
乗
せ
て
走
っ
て
い
る
。

ロ
ス
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
ス
タ
ア
・
ス
カ
ウ
ト
（
ジ
ー
ナ
ー
・
ロ

ー
ラ
ン
ズ
）
が
タ
ク
シ
ー
を
拾
っ
て
ビ
バ
リ
ー
ヒ
ル
ズ
へ
走
ら
せ

た
と
こ
ろ
、
こ
の
女
運
転
手
が
手
か
ら
シ
ガ
レ
ッ
ト
を
離
さ
ず
、

し
か
も
ガ
ム
を
噛
ん
で
い
て
面
白
い
娘
、
思
わ
ず
〃
あ
ん
た
、
女

優
に
な
ら
な
い
？
″
す
る
と
そ
の
運
転
手
の
娘
〃
あ
た
い
、
車
の

整
備
工
に
な
る
の
が
夢
よ
〃
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
東
ド
イ
ツ
移
民

の
運
転
手
。
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
と
た
の
ん
で
も
か
い
も
く
道
が
わ

か
ら
な
い
。
け
つ
き
よ
く
客
の
言
う
ま
ま
に
走
り
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

に
。
帰
り
は
今
の
道
を
逆
に
走
れ
よ
。
パ
リ
で
は
盲
目
の
女
を
タ

ク
シ
ー
が
乗
せ
た
。
午
前
四
時
と
い
う
時
間
に
こ
の
女
は
こ
わ
く

な
い
の
か
と
運
転
手
。
と
こ
ろ
が
目
は
見
え
な
い
が
町
の
道
順
す

べ
て
知
り
〃
な
ん
で
も
知
っ
て
る
よ
″
と
笑
う
。
こ
の
運
転
手
、

黒
人
。
〃
俺
が
黒
入
て
こ
と
は
わ
か
る
め
い
〃
。
す
る
と
女
は
〃
白

だ
っ
て
黒
だ
っ
て
ど
っ
ち
だ
っ
て
い
い
じ
ゃ
な
い
〃
。
ロ
ー
マ
。

お
し
ゃ
べ
り
運
転
手
が
疲
れ
き
っ
た
初
老
の
神
父
を
乗
せ
た
。
こ

の
運
転
手
、
タ
バ
コ
を
ス
パ
ス
パ
、
し
ゃ
べ
り
ま
く
る
。
神
父
は

車
内
禁
煙
の
プ
レ
ー
ト
を
手
で
示
す
。
運
転
手
、
笑
い
こ
ろ
げ
そ

の
プ
レ
ー
ト
を
む
し
り
と
り
窓
外
に
捨
て
、
客
が
神
父
と
い
う
の

で
自
分
の
過
去
の
罪
を
ざ
ん
げ
し
は
じ
め
た
。
神
父
は
あ
ま
り
の

三
①
工
『
○
三
ｍ
ア
ヵ
「
工

１
１３８
１

『
士
イ
ト
・
オ
ン
・
ザ
・
プ
ラ
ネ
ッ
ト
』

す
い

こ
の
ア
メ
リ
カ
映
画
の
粋
な
こ
と
ノ
ノ
．
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野弔㈲

趣騨

き
ざ
）
で
十
歳
の
と
き
に
見
た
「
ウ
ー
マ
ン
」
五
篇
で
一
本
、
》
」

乗
せ
て
し
ま
っ
た
。
外
は
雪
だ
っ
た
。

疲
れ
で
車
内
で
死
ん
じ
ま
っ
た
。
運
ち
ゃ
ん

た
。
グ
リ
フ
イ
ス
は
「
イ
ン
ト
レ
ラ
ン
ス
」
よ
り
一
年
ま
え
「
ホ

れ
を
見
て
魂
う
ば
わ
れ
た
。
映
画
も
文
学
に
負
け
な
い
と
感
激
し

泣
き
な
が
ら
聞
く
、
そ
の
哀
れ
な
三
人
組
を

運
、
そ
の
運
命
の
泣
き
ご
と
を
他
の
一
一
人
が

人
、
こ
の
三
人
を
乗
せ
た
タ
ク
シ
ー
の
運
転

た
。
一
人
の
酔
っ
ぱ
ら
い
と
そ
の
仲
問
の
二

た
。
ヘ
ル
シ
ン
キ
は
雪
に
閉
ざ
さ
れ
て
い

び
っ
く
り
、
ひ
き
ず
り
下
ろ
し
公
園
の
ベ
ン

手
は
そ
の
三
人
の
客
の
一
人
の
不
幸
、
不

メ
ガ
ネ
を
死
体
の
目
に
か
け
て
逃
げ
去
っ

チ
に
そ
の
死
体
を
腰
か
け
さ
せ
、
自
分
の
黒

オ
ム
ニ
バ
ス
の
面
白
さ
を
私
は
神
戸
の
新
開
地
の
錦
座
（
に
し

凋
唖
涌
軸 》

鱗
瀞
驚

×

た
。
監
督
が
作
家
で
、
キ
ャ
メ
ラ
が
．
ヘ
ン
の
こ
と
を
悟
っ
た
。
そ

う
し
み
つ
ど
き

れ
か
ら
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
。
ブ
レ
イ
ビ
ン
監
督
の
「
紐
吉
月
の
丑
満
時
」

；

識
・
許
綴

×

（
一
九
一
一
○
）
を
同
じ
く
新
開
地
の
朝
日
館
で
見
た
。
こ
れ
は
一
一

謬鍵
ﾕ ｪ ＝

－
ム
・
ス
イ
ー
ト
。
ホ
ー
ム
」
と
い
う
オ
ム
ニ
バ
ス
を
作
っ
て
い

空間を越えた、人間模様。映画ならではのオムニ
バス。ロサンゼルス、ニューヨーク、パリ、ロー
マ、そしてヘルシンキへとキャメラは唄い流れる⑨

輯

上季
嘩罫酋③

８｡．§ が
キ
ャ
メ
ラ
で
歌
い
流
し
た
人
の
世
う
た
う
シ
ャ
ン
ソ
ン
に
も
思

事
件
が
お
こ
っ
て
い
る
か
と
、
上
流
家
庭
、
下
町
の
裏
長
屋
、
そ

え
、
オ
ハ
イ
オ
生
れ
、
父
は
チ
ェ
コ
系
、
母
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系

し
た
。
や
が
て
イ
ギ
リ
ス
映
画
の
「
四
重
奏
」
デ
ュ
ヴ
イ
ヴ
イ
エ

羅霊;霧灘癖砿蕊蕊ｗｉ癖蝿繊輝躍蕊雷…顎

の
「
運
命
の
饗
宴
」
「
肉
体
の
幻
想
」
と
、
オ
ム
ニ
バ
ス
は
映
画

藍詫霊野弓零奪禰霊４，…冊峠唖五和

融･ げ¥ 蝉讃

の
三
態
を
見
せ
、
私
を
び
っ
く
り
さ
せ
た
。
映
画
も
詩
だ
と
感
激

ユ
ー
ョ
ー
ク
の
夜
更
け
、
そ
の
夜
な
か
の
一
時
に
は
ど
の
よ
う
な

ジム･ ジャームッシュ監督の憾騨謬霞
アメリカ映画、「ナイト・オ
ン・ザ・プラネット」農
関西では６月上映予定。

塔

た
。
そ
の
映
画
勉
強
が
、
こ
ん
ど
の
こ
の

の
大
学
を
出
て
パ
リ
の
シ
ネ
マ
テ
ー
ク
で

学
び
、
浴
び
る
よ
う
映
画
を
見
つ
づ
け

オ
ム
ニ
バ
ス
に
〃
映
画
の
面
白
さ
″
を
あ

ふ
ら
せ
た
の
だ
な
ァ
。

の
こ
の
ジ
ム
・
ジ
ヤ
ー
ム
ッ
シ
ュ
、
パ
リ
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神戸百店会だより葛殆T

「
ア
め
弓
、

に
な
る
「
味
文
庫
」
。

住
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
っ
て
様
々

店
舗
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

な
情
報
で
楽
し
い
一
冊
。

ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
を
お

り
ま
ぜ
興
味
深
い
内
容
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
他
、
衣
・
食
．

「
味
文
庫
」
は
、
本
高
砂
屋

ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＧＥ

蕊
f趣韓毛因

１
１４０
１

、
く
ｍ
ｚ
『

☆
吉
村
作
治
ｌ
「
古
代
エ
ジ
プ

ト
の
ミ
ス
テ
リ
ー
を
探
る
」

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
の
文
化
教
室
エ
リ
オ
の
特
別

公
開
講
座
で
、
Ｔ
Ｖ
、
雑
誌
等
で

お
馴
染
み
の
吉
村
作
治
氏
の
講

演
が
４
月
４
日
行
な
わ
れ
た
。

同
氏
は
、
早
稲
田
大
学
人
間
科

学
部
助
教
授
。
少
年
の
頃
よ
り

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
魅
せ
ら
れ
て
、

早
稲
田
大
学
に
入
学
後
、
エ
ジ

プ
ト
研
究
会
を
創
設
。
以
来
、

調
査
隊
員
と
し
て
様
々
な
発
掘

に
参
加
。
そ
の
活
躍
は
、
世
界

に
少
な
か
ら
ぬ
反
響
を
引
き
起

こ
し
て
い
る
。
著
書
に
「
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
の
謎
」
等
が
あ
る
。蝋

』

ア
カ
ゴ
一
い
る
。

蝿
磐
蕊
穂
鮮
や
か
一
澱
齢
鶴
蝿
畦
雛

溌
灘
崎

》
灘
》
》
》
一
一
熱
砕
州
灘

い
三
ｍ
ｍ
『

★
モ
ロ
ゾ
フ
か
ら
ま
た
ひ
と
つ
。

新
し
い
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
一

外
側
は
焼
き
過
ぎ
て
ま
っ
黒
一

な
の
に
、
中
は
ふ
ん
わ
り
柔
ら
一

か
。
モ
ロ
ゾ
フ
の
新
製
品
〃
ポ
》

ｌ
ン
ブ
デ
ュ
フ
ロ
マ
ー
ジ
ー

ュ
〃
は
、
南
西
フ
ラ
ン
ス
、
ボ
ー

熟
ワ
ト
ウ
・
ヴ
プ
ン
テ
地
方
に
伝

わ
る
郷
土
菓
子
。
そ
の
ま
ま
で

も
も
ち
ろ
ん
お
い
し
い
が
、
リ

ン
ゴ
の
皮
を
む
く
よ
う
に
黒
い

皮
を
む
く
と
、
い
っ
そ
う
ソ
フ

ト
な
口
あ
た
り
。
コ
ー
ヒ
ー
や

紅
茶
、
ワ
イ
ン
に
も
ぴ
っ
た
り

の
味
わ
い
だ
。
こ
の
ユ
ニ
ー
ク

な
爆
弾
（
ポ
ー
ン
ブ
）
、
一
度

お
試
し
を
。
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１
１４
１

『
○
型
。
⑫

、
ホ
テ
ル
ゴ
ー
フ
ル
リ
ッ
ツ
で

〃
愛
・
助
川
助
六
の
世
界
〃

議
々
と
し
た
風
貌
か
ら
は
想
像

冠
き
ぱ
い
愛
の
極
み
を
、
独
特
の

川
柳
で
喝
い
続
け
て
い
る
助
川
助

六
氏
。
近
蒋
「
句
無
愛
ｌ
助
六

の
世
界
」
の
上
梓
を
機
会
に
、

「
ホ
テ
ル
ゴ
ー
プ
ル
リ
ワ
ッ
・
フ

ア
プ
シ
副
ン
サ
ロ
ン
談
話
‐
に
お

い
て
、
３
月
６
日
八
川
柳
と
私
Ｖ

と
銘
●
つ
っ
た
銚
演
会
が
催
さ
れ

た
。助

川
助
六
氏
の
も
う
一
つ
の
顔

は
、
水
産
加
工
品
の
研
究
者
。
口

由
な
発
惣
と
多
分
野
に
わ
た
っ
て

の
造
詣
の
深
さ
で
、
講
演
会
に
東

奔
西
走
さ
れ
て
い
る
。
少
年
時
代

駕蔦

慧
曇
’勘
乎蝋
蕊Ｉ講鍾難'E鰹』

か
ら
短
文
芸
を
愛
し
、
風
刺
で
は

な
い
情
念
の
世
界
を
描
い
た
川
柳

は
、
ま
さ
に
衝
撃
的
な
世
界
。
川

柳
と
は
心
の
か
っ
と
う
、
と
い
う

持
論
に
、
参
加
者
は
深
く
聞
き
入

っ
て
い
た
。

●
サ
ロ
ン
・
ド
・
ポ
ー
ト
ピ
ア

一
日
講
座
の
ご
案
内

▼
パ
ン
フ
ラ
ワ
ｉ

「
い
ち
ご
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
・
一

審
ら
し
い
い
ち
ご
の
花
と
実
が

た
く
さ
ん
つ
ま
っ
た
バ
ス
ケ
ッ

ト
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
４
月
お
日
（
土
）

５
月
９
日
（
土
）

皿
時
釦
分
Ｉ
鰯
時

講
師
竹
内
ま
り
子

（
イ
メ
ー
ジ
フ
ラ
ワ

ー
華
の
会
主
宰
）

受
講
料
会
員
６
０
０
０
円

一
般
６
６
０
０
円

（
２
回
分
・
テ
ィ
ー

・
ケ
ー
キ
付
）

材
料
費
３
５
０
０
円

予
約
・
問
い
合
わ
せ
は
、
ボ
ー

ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
サ
ロ
ン
・
ド
“

ポ
ー
ト
ピ
ア
率
務
局
ま
で

衝
３
０
２
１
１
１
１
１

P E O P L E ＜9 9 ＞

⑤生活の中のやすらぎを提供したい
藤池昭之さん
< 蝋童譲蕊繍社長〉
今年２．３月から各現職に就任。イン
テリアから自動車まで、幅広い内容の仕
事に､ 忙しいながらも充実した毎日とか。
地域に根づいた姿勢を守り、人々の幕ら
しにゆとりとやすらぎをもたらすことが
夢。自由で創造的な発想が期待される。
趣味の写真は、街を散歩しながら撮りた
めたもの。素朴な人柄が魅力的な方。

自画謡２

霧
少女たちを描く
子先生のハガキ
プレゼン膿。美
楽しめそう･ ･ ･ 。

ポスト

気の漂う英
、極上公災
を１０名嫌に
しい色彩を

P R E S E N T
C ＯＲＮＥＲ

▼
応
募
方
法
⑧
葉
瞥
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希

劃
す
る
商
品
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
市
中
央
薩
東
町

畑
１
１
大
神
ピ
ル
９
Ｆ
「
月
刊
神
戸
っ
子
」
神
戸
百

店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
ご
応
募
下
さ
い
。
４
月
末

日
消
印
ま
で
有
効
で
す
。
当
選
者
に
は
神
戸
っ
子
か

ら
当
選
葉
答
を
発
送
、
葉
脊
を
持
っ
て
神
戸
っ
子
ま

で
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
お
出
か
け
下
さ
い
。
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曜
日
に
は
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
川
瀬

健
さ
ん
を
迎
え
、
ジ
ャ
ズ
ラ
イ

ブ
が
。
元
ジ
ャ
ズ
歌
手
の
マ
マ

の
歌
声
を
聴
け
る
と
同
時
に
、

楽
器
を
持
ち
寄
れ
ば
誰
で
も
ラ

イ
ブ
に
参
加
で
き
る
の
が
嬉
し

い
。
ま
た
、
年
に
一
度
、
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
催
す

な
ど
イ
ベ
ン
ト
も
多
く
、
多
彩

に
〃
出
会
い
の
場
″
を
提
供
し

て
く
れ
る
。

ま
た
、
マ
ス
タ
ー
は
バ
ー
テ

ン
と
し
て
も
料
理
人
と
し
て
も

一
級
の
腕
前
で
特
に
水
鮫
子
は

知
る
人
ぞ
知
る
お
い
し
さ
だ
。

３
月
に
は
中
京
テ
レ
ビ
で
こ

の
店
を
舞
台
に
し
た
ド
ラ
マ
が

放
映
さ
れ
た
が
、
関
西
で
の
放

映
予
定
も
あ
り
、
ド
ラ
マ
で
ま

た
一
味
違
う
〃
ヘ
ン
リ
ー
″
を

み
る
の
も
よ
い
だ
ろ
う
。

回
中
央
区
北
長
狭
通
１
１
３
１
Ⅷ

宮
劉
－
２
６
８
９
旧
時
ｌ
Ｏ
時

日
祝
休

☆
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
に
参
加
０
Ｋ

バ
ー
〃
ヘ
ン
リ
ー
〃

生
田
新
道
の
南
側
に
創
業
訓

年
を
こ
え
る
サ
ン
ト
リ
ー
バ
ー

〃
ヘ
ン
リ
ー
″
が
あ
る
。
一
見

の
お
客
も
常
連
さ
ん
と
す
ぐ
に

う
ち
と
け
ら
れ
る
ざ
っ
く
ば
ら

ん
な
雰
囲
気
の
店
だ
。
毎
週
水

☆
ち
ょ
っ
と
珍
し
い
コ
ロ
ッ
ケ

は
い
か
が

神
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
ピ
ル
の

西
小
路
を
入
っ
た
２
階
に
あ
る

ち
ょ
っ
と
珍
し
い
コ
ロ
ッ
ケ
が

食
べ
ら
れ
る
〃
口
シ
ア
ン
コ
ロ

ッ
ケ
〃
。
ロ
シ
ア
料
理
の
一
つ

″
ポ
ジ
ャ
ロ
ス
キ
ー
〃
と
い
う
、

じ
ゃ
が
い
も
の
入
っ
て
い
な
い

コ
ロ
ッ
ケ
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、

〃
コ
ロ
ッ
ケ
″
の
も
つ
従
来
の

イ
メ
ー
ジ
を
う
ち
や
ぶ
る
よ
う

な
味
つ
け
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
じ

ゃ
が
い
も
は
一
切
使
用
せ
ず
、

タ
ン
・
イ
カ
・
エ
ビ
・
タ
コ
・

ブ
タ
・
チ
キ
ン
・
カ
レ
ー
の
そ

れ
ぞ
れ
を
メ
ー
ン
に
、
あ
く
ま

で
も
〃
和
風
″
を
意
識
し
た
味

つ
け
に
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
コ
ロ
ッ
ケ
だ
け

で
な
く
、
シ
チ
ュ
ー
な
ど
他
の

メ
ニ
ュ
ー
も
。
デ
イ
ナ
Ｉ
で

は
、
海
の
幸
の
陶
板
焼
き
（
一

三
○
○
円
）
、
コ
ロ
ッ
ケ
と
シ

チ
ュ
ー
の
セ
ッ
ト
（
二
人
以

上
、
一
人
二
○
○
○
円
ま
た
は

び
っ

女性の来客が多いとか

二
五
○
○
円
）
は
店
長
の
お
す

す
め
。な

お
、
今
秋
に
は
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
の
み
の
店
を
大
丸
に
出
す

予
定
だ
。

国
中
央
区
元
町
通
１
１
掴
ｌ
氾

衝
知
１
７
８
８
８

Ⅱ
時
１
Ｍ
時
半
、
Ⅳ
時
ｌ
加
時
無
休

店の雰囲気に魅かれて訪れる人が多い

ご家庭にお届けします１ﾅﾁｭﾗﾙﾐﾈﾗﾙｳｫｰﾀｰ“丹波の水”(天然ｱﾙｶﾘ鉱泉水）
・丹波の水（１ケース・１１－１５本） 3 0 0 0 円
o C h a - C h a 「コーヒー、お茶専用」（１ケース・１１－１５本）4 5 0 0 円
・丹波の水タンク 2 0 2 入 1 8 0 O 円

く消費税込み＞
●サンプル等ご希望がございましたら、ご一報下さいませ
■お申し込み先・お問い合わせ先㈲ゼネラル。フル・サービス

〒6 5 0 中央区花隈町３－１２アール･ エッチ・アイ㈱内
T E L O 7 8 - 3 7 1 - 6 8 0 8 F A X O 7 8 - 3 7 1 - 4 3 6 8
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★
土
佐
の
黒
潮
の
豪
快
な
味

ア
ン
ナ
ア
ン
の
〃
海
鮮
な
べ
〃

交
通
セ
ン
タ
ー
ピ
ル
９
Ｆ
・

本
格
的
な
牛
ロ
ー
ス
し
ゃ
ぶ
し

ゃ
ぶ
を
、
気
軽
に
、
お
し
ゃ
れ

に
食
べ
ら
れ
る
お
店
と
し
て
人

気
の
高
い
〃
ア
ン
ナ
ア
ン
〃
。

３
年
目
を
迎
え
て
新
メ
ニ
ュ

ー
が
登
場
。
土
佐
の
た
く
ま
し

い
漁
師
達
が
船
上
で
新
鮮
な
魚

ランチもまちがいなしの旗州

☆
素
朴
に
し
て
華
や
か
中
国

東
北
料
理
の
〃
ハ
ル
ピ
ン
〃

北
野
の
山
本
通
り
に
昨
年
の

旭
月
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
し
た
〃
ハ
ル
ビ

ン
飯
店
″
。
「
今
ま
で
に
な
い
中

華
を
提
供
し
た
い
」
と
い
う
だ

け
あ
っ
て
、
鮫
子
も
酢
豚
も
他

店
で
は
味
わ
え
な
い
、
一
風
変

わ
っ
た
お
い
し
さ
だ
。
お
す
す

め
な
の
が
、
麻
黄
菜
〃
玉
子
の

甘
露
揚
げ
〃
。
揚
げ
た
玉
子
焼

き
に
ア
ッ
ア
ッ
の
甘
露
を
か
ら

め
、
そ
れ
を
水
に
つ
け
て
い
た

だ
く
。
サ
ク
サ
ク
と
し
た
歯
ざ

わ
り
と
、
玉
子
の
甘
み
が
お
い

し
さ
を
ひ
き
た
て
る
。
焼
か
ず

に
揚
げ
て
あ
る
〃
焼
鮫
子
″
も

お
ス
ス
メ
の
お
い
し
さ
。

回
中
央
区
北
野
町
４
丁
目
８
１
３

茸
加
１
０
１
６
８
刑
時
半
Ｉ
腸
時

河
時
ｌ
別
時
月
晒
休
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☆
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ

デ
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト

日
本
料
理

「
五
花
堂
」

北
野
坂
と
異
人
館
通
り

の
交
差
点
の
一
角
、
堂
島

グ
ル
メ
プ
ラ
ザ
に
日
本
料

理
の
〃
五
花
堂
〃
が
あ
る
。

栖
脱
で
モ
ダ
ン
な
の
に

落
ち
着
い
た
空
間
の
店
。

そ
こ
で
、
旬
の
素
材
の
味

わ
い
を
大
切
に
し
た
懐
石

料
理
を
ゆ
っ
く
り
と
静
か

に
楽
し
め
る
。
一
品
料
理

に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、

そ
の
日
の
仕
入
れ
分
の
選

り
す
ぐ
っ
た
材
料
で
つ
く

ら
れ
た
四
’
五
品
（
一
品

八
百
円
ｌ
）
は
見
逃
せ
な

優雅なレイアウトが
気持ちいい

これで一人前? ！、海鮮なべﾟ

☆
結
婚
記
念
日
に
二
人
だ
け
の

心
に
残
る
デ
ィ
ナ
ー
を

広
東
料
理
の
〃
庚
州
″
で
は

結
婚
記
念
日
の
デ
ィ
ナ
ー
コ
ー

ス
（
２
万
５
千
円
、
３
万
円
、

税
・
サ
込
）
を
始
め
た
。
個
室

で
フ
ラ
ン
ス
料
理
風
に
出
さ
れ

る
中
国
料
理
を
味
わ
え
、
お
店

か
ら
二
人
に
花
束
が
贈
ら
れ
る

な
ど
、
演
出
も
心
憎
い
。
料
理

は
も
ち
ろ
ん
、
廠
州
な
ら
で
は

の
本
格
派
広
東
料
理
。
薬
膳
も

採
り
入
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
が
用
意

さ
れ
て
い
る
が
、
も
し
希
望
が

あ
れ
ば
、
一
皿
加
え
る
こ
と
も

で
き
る
。
「
夫
婦
で
語
り
合
い
、

思
い
出
に
残
る
夜
を
演
出
で
き

れ
ば
…
…
」
と
の
こ
と
。
ま
た

ウ
コ
ッ
ケ
イ

今
月
か
ら
烏
骨
鶏
の
ス
ー
プ
を

始
め
た
。
身
の
黒
い
鶏
で
、
栄

養
補
給
や
強
壮
に
効
く
。
神
戸

で
は
初
め
て
の
試
み
だ
そ
う

で
、
一
度
試
し
に
如
何
？

回
中
央
区
元
町
通
１
丁
目
（
福
徳
銀
行

前
）
衝
狸
１
４
５
８
８
獅
時
１
幅
時

Ⅳ
時
Ｉ
別
時
釦
分
月
剛
体

い
。
ま
た
“
種
類
に
お
よ

ぶ
全
国
の
地
酒
は
日
本
酒

党
に
も
喜
ば
れ
る
は
ず
。

日
が
わ
り
の
特
選
懐
石

は
一
万
二
千
円
。
料
理
長

の
お
す
す
め
懐
石
は
九
千

円
か
ら
。
若
い
人
に
は
レ

デ
ィ
ス
懐
石
「
北
野
小
町
」

（
五
千
円
）
に
人
気
が
集

ま
っ
て
い
る
。

回
中
央
区
北
野
町
３
１
１
‐
１

湾
測
ｌ
Ｏ
９
３
９

Ⅷ
時
１
Ｍ
時
岬
時
ｌ
配
時

無
休

蕊蕊爵

レトロな雰囲気の店内

鴬

冒議

を
ぶ
つ
切
り
に
し
て
調
理
し
た

舟
料
理
、
み
そ
仕
立
て
の
〃
海

鮮
な
べ
〃
（
３
８
０
０
円
・
一

人
前
）
。
お
鍋
の
中
が
バ
ラ
エ

テ
ィ
豊
か
な
魚
貝
類
で
溢
れ
て

し
ま
う
こ
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
新

し
い
ア
ン
ナ
ア
ン
の
顔
に
な
る

こ
と
閏
哩
遅
い
な
し
ノ
．

画
中
央
区
三
宮
町
１
１
㈹
１
１

君
湖
１
３
９
６
４
Ⅶ
時
Ｉ
腸
時

而
時
ｌ
別
時
無
休
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立
文
化
博
物
館
（
４
月
４
日
Ｉ
リ
ビ
ン
グ
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
、

品
す
る
。
展
覧
会
は
、
明
石
市
部
）
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

が
集
ま
る
。

▼
神
戸
国
際
音
楽
祭
Ⅷ

リ
ン
研
究
所
蜜
０
７
８
１
７
》
蕊

９
２
１
０
９
０
９

入
場
料
は
２
千
円
（
５
貝
の
坪
翰

み
三
千
円
）

問
い
合
せ
先
は
桑
原
マ
ン
ド
鐸
鍔
騨

; 瀧議耀霧

蕊 ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

桑原康雄氏デュオ・カラーチェ

に
「
デ
ザ
イ
ン
の
現
在
」
を
テ

ン
タ
ー
」
が
完
成
す
る
。

▼
大
関
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

- ＝可云塗一

に
念
願
の
「
大
手
前
ア
ー
ト
セ

１
１４４
１

大
手
前
女
子
大
学
（
西
宮
市
）

Ｉ
ト
セ
ン
タ
ー
″
が
完
成

こ
れ
を
記
念
し
て
４
月
”
日

☆
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動鵬

心
を
う
つ
歌

目
の
不
自
由
な
人
が
歩
き
や
す
い
よ

う
に
、
歩
遊
や
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
点

字
ブ
ロ
ッ
ク
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

寄
宿
舎
に
ひ
と
り
で
行
け
て

う
れ
し
い
な

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
踏
み
し
め
て
ゆ
く

十
三
歳
の
全
盲
の
少
年
の
歌
は
、
点

字
ブ
ロ
ッ
ク
の
大
き
な
効
果
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
別
の
肢
体
不
自

由
な
少
年
の
次
の
散
か
ら
、
股
の
緊
張

と
不
安
が
う
か
が
え
ま
す
。

レ
フ
ト
守
る
ぼ
く
に
と
れ
な
い

球
が
き
て

不
安
が
つ
の
る
次
の
試
合
の

あ
る
会
社
を
経
営
し
て
い
た
Ｉ
さ
ん

は
眼
に
異
常
が
起
こ
り
と
う
と
う
失
明

し
ま
し
た
。
多
く
の
瓶
悶
を
乗
り
越
え

て
仕
事
を
続
行
し
よ
う
と
決
愈
し
た
彼

を
助
け
、
呉
さ
ん
は
彼
の
眼
に
な
ろ
う

と
決
心
さ
れ
ま
し
た
。

盲
ひ
た
る
夫
の
嘆
き
を

わ
か
ち
あ
え
ぬ

現
身
の
嘆
き
く
り
や
に
拭
う

し
か
し
現
状
打
開
の
道
は
厳
し
い
。

泉
計
輝
も
怠
り
香
か
ぬ
吾
が
前
に

立
ち
は
だ
か
れ
り
会
社
経
理
薄

決
心
は
変
ら
な
い
が
時
々
迷
う
。

行
末
は
廷
ふ
ま
じ
さ
れ
ど

爽
夜
覚
め
て
部
屋
の
き
し
む
を

き
く
さ
む
ざ
む
と

Ｉ
さ
ん
は
日
本
盲
人
縫
営
者
ク
ラ
ブ

の
会
長
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

秋
深
む
山
々
を
越
え
手
を
肩
に

夫
と
の
旅
の
終
る
日
は
抜
く
（
Ｋ
）

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

棚
神
戸
市
中
央
区
御
素
通
八
ｌ
ｌ
Ｉ
六

神
戸
国
際
会
館
１
Ｆ
・
郵
便
局
の
隣

宵
○
七
八
’
二
三
一
’
二
一
一
四
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フラダンスでフィーバー

商
品
は
そ
の
感
性
と
品
質
に

機
能
性
と
価
格
を
追
求
し
な
が

ら
、
真
に
価
値
あ
る
も
の
と
し

て
提
供
さ
れ
、
今
後
の
生
活
創

造
と
新
た
な
る
規
範
を
問
い
か

け
て
い
る
よ
う
だ
。

▼
本
格
的
ハ
ワ
イ
ア
ン
番
組

登
場

ラ
ジ
オ
関
西
で
は
、
４
月
５

日
（
日
）
（
午
後
加
時
１
，
時
即

分
）
か
ら
兵
庫
日
産
自
動
車
㈱

提
供
に
よ
る
、
「
兵
庫
日
産
。

ア
イ
ラ
ン
ド
・
ラ
ン
デ
ブ
ー
」

を
放
送
す
る
。
番
組
で
は
、
全

国
各
地
に
急
増
し
て
い
る
、
ハ

ワ
イ
ア
ン
フ
ァ
ン
の
要
望
に
応

え
て
、
常
夏
の
国
、
ハ
ワ
イ
を
中

心
と
し
た
南
太
平
洋
地
域
の
す

ば
ら
し
い
民
族
音
楽
、
ハ
ワ
イ

ア
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
関
す
る

諸
々
の
情
報
を
伝
え
る
。
ゲ
ス

会
場
（
御
堂
会
館
大
ホ
ー
ル
）

で
殺
人
事
件
の
内
容
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
た
参
加
者
が
、

あ
ら
か
じ
め
街
に
設
け
ら
れ
た

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
の
ヒ
ン

ト
を
得
な
が
ら
、
参
加
者
自
身

が
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
、
名
探

偵
と
な
り
、
事
件
を
解
決
し
て

い
く
ミ
ス
テ
リ
ー
仕
立
て
の
ゲ

ー
ム
。
正
解
者
に
は
抽
選
で
賞

金
や
映
画
チ
ケ
ッ
ト
が
も
ら
え

る
。日

時
５
月
４
日
（
祝
）

午
後
一
時
Ｉ

集
合
場
所
御
堂
会
館
大
ホ
ー
ル

参
加
資
格
２
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

参
加
料
無
料

定
員
剛
人

問
い
合
わ
せ
は
大
賑
砕
訊
問
事

業
部
恋
０
６
１
３
４
３
１
３
２

７
０

▼
観
光
と
物
産
ふ
れ
あ
い
展

今
年
で
訓
周
年
を
迎
え
た
安

田
信
託
銀
行
神
戸
支
店
（
中
央

区
京
町
）
が
「
兵
庫
県
の
市
．

ま
た
、
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
食
の
場
と
し
て

の
イ
タ
リ
ア
ン
バ
ー
ル
に
は
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
新
鮮
な
切
り

口
が
感
じ
ら
れ
る
。

・戸て動とと奏ｌの
カバいをしをすタカバ
ンツる行て目るをンツ
タハ神つ活的こ演タハ

余裕ある空間

ト
と
の
お
し
ゃ
べ
り
や
ハ
ワ
イ

ア
ン
ナ
ン
バ
ー
の
紹
介
な
ど
、

盛
り
沢
山
の
内
容
で
、
フ
ァ
ン

な
ら
ず
と
も
、
こ
た
え
ら
れ
な

い
加
分
間
に
な
り
そ
う
。

▼
フ
ラ
ダ
ン
ス
で

親
善
パ
ー
テ
ィ

３
月
９
日
、
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ

ク
ラ
ブ
の
パ
ー
テ
ィ
ル
ー
ム
で

本
場
ハ
ワ
イ
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
チ

ー
ム
を
迎
え
て
、
神
戸
と
ハ
ワ

イ
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
に
よ
る
親
善

パ
ー
テ
ィ
が
催
さ
れ
た
。

各
地
か
ら
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
フ

ァ
ン
が
集
ま
り
、
本
場
ハ
ワ
イ

の
熱
い
刺
激
に
、
一
足
早
い
夏

の
訪
れ
を
感
じ
て
い
た
。

▼
今
度
の
ミ
ス
テ
リ
ー
ゲ
ー
ム

は
大
阪
の
街
全
体
が
舞
台
だ

大
阪
新
聞
（
大
阪
市
北
区
）

で
は
、
大
阪
の
街
を
歩
き
、
そ

の
文
化
、
歴
史
に
触
れ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
創
刊

沌
周
年
記
念
事
業
「
ラ
ブ
・
イ

ズ
・
大
阪
ミ
ス
テ
リ
ー
」
を
開

催
す
る
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
メ
イ
ン

地域の物産の数々

信
託
銀
行
創
立
妬
周
年
を
記
念

し
て
、
約
２
年
前
か
ら
、
ロ
ビ

ー
展
と
し
て
行
っ
て
き
た
も
の

の
一
環
。
県
の
広
報
課
な
ど
の

協
力
に
よ
り
、
県
下
型
市
町
の

参
加
を
得
、
ロ
ビ
ー
に
は
と
こ

ろ
狭
し
と
地
域
の
物
産
が
並
ん

で
い
た
。

▼
神
戸
バ
ッ
ハ
・
カ
ン
タ
ー

タ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
第
７
回

演
奏
会
ｌ
カ
ン
タ
ー
タ
の

夕
べ
Ｉ

１
４５
１

町
観
光
と
物
産
ふ
れ
あ
い
展
」

（
２
月
１
日
’
３
月
型
日
）
を

催
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
安
田

ｌ
タ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
、
４

月
加
日
（
金
）
、
午
後
７
時
よ

り
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
神
戸

教
会
に
お
い
て
、
第
７
回
演
奏

会
を
行
う
。

今
年
で
７
年
目
を
迎
え
る
演

奏
会
の
曲
目
は
「
ヨ
ハ
ネ
受
難

曲
」
。入

場
料
は
一
五
○
○
円
。

ま
た
、
当
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で

は
団
員
を
募
集
し
て
い
る
。

連
絡
先
器
楽
Ⅱ
榎
修
滋
雷

０
７
８
１
７
９
４
１
５
１
０
５

声
楽
Ⅱ
猪
沢
文
人
密
０
７
８
１

５
９
１
１
８
３
３
２
。
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だ
。
水
色
に

須
磨
で
は
一
の
谷
、
須
磨

▼
お
し
ゃ
れ
磁
気
ボ
タ
ン
誕
生

婦
人
服
あ
つ
ら
え
の
ワ
ン
ク

ロ
ー
ス
（
神
戸
市
灘
区
）
で
は

永
久
磁
石
に
穴
を
開
け
、
肩
こ

り
解
消
な
ど
の
効
果
が
期
待
で

き
る
「
ジ
キ
ボ
タ
ン
」
を
開

発
、
発
売
し
て
い
る
。

外
観
は
従
来
の
ボ
タ
ン
と
同

じ
で
、
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
の
紐
、
ア

ー
ム
バ
ン
ド
、
シ
ャ
ツ
や
ブ
ラ

ウ
ス
、
枕
カ
バ
ー
な
ど
に
も
容

易
に
取
り
付
け
ら
れ
、
ま
た
、

装
飾
ボ
タ
ン
と
し
て
も
便
利
。

水
洗
い
し
て
も
、
伽
度
程
度

の
お
湯
に
つ
け
て
も
、
磁
気
効

果
は
落
ち
な
い
。

金
色
と
銀
色
の
も
の
が
十
個

ず
つ
入
っ
て
、
一
三
○
○
円
。

問
い
合
わ
せ
は
、
ワ
ン
ク
ロ
ー

磯
翻
蝿
難
騨
皐
蕊

春
、
満
開
そ
し
て
神
戸

神
戸
の
春
一
番
と
言
え
ば

や
は
り
世
界
の
海
か
ら
豪
華

客
船
が
や
っ
て
く
る
こ
と
だ

ろ
う
。
お
馴
染
の
キ
ャ
ン
ベ

ラ
八
イ
ギ
リ
ス
Ｖ
号
や
珍
し

い
ロ
イ
ヤ
ル
バ
イ
キ
ン
グ
サ

ン
号
が
入
港
し
て
話
題
を
呼

花時計ん
だ
。
四
月
に
は
ユ
ニ
バ
ー

ス
号
八
リ
ベ
リ
ア
Ｖ
や
ソ
ン

寺
附
近
、
布
引
の
生
田
川
沿

い
の
両
岸
、
そ
れ
に
王
子
動

物
園
界
隈
の
桜
も
家
族
づ
れ

な
ど
で
賑
わ
う
。
護
国
神
社

附
近
、
境
内
の
桜
も
豪
華
な

も
の
だ
。
街
中
の
桜
が
満
開

を
過
ぎ
る
頃
に
は
次
第
に
桜

は
山
に
登
っ
て
い
く
。
諏
訪

山
や
北
野
浄
水
場
な
ど
の
桜

が
咲
き
、
や
が
て
は
有
馬
あ

た
り
の
桜
が
咲
き
誇
る
頃
に

な
る
と
街
中
か
ら
六
甲
山
系

は
そ
れ
こ
そ
緑
に
包
ま
れ
も

う
初
夏
の
風
が
吹
き
始
め
、

夕
方
に
な
る
と
神
戸
は
濃
い

銭

大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
の
大

規
模
公
共
地
下
駐
車
場
は
、
延

床
面
積
、
１
０
９
５
３
㎡
、
地

下
２
階
構
造
で
駐
車
台
数
は
醜

台
。
営
業
時
間
は
７
時
１
型
時

（
入
庫
詔
時
ま
で
）
。
駐
車
料
金

は
訓
分
ま
で
ご
と
に
馴
円
。

▼
神
戸
駅
南
駐
車
場
、
開
場

昭
和
銘
年
旭
月
よ
り
ハ
ー
バ

ー
ラ
ン
ド
第
１
駐
車
場
事
業
と

し
て
建
設
を
進
め
て
い
た
「
神

戸
駅
南
駐
車
場
」
の
工
事
が
完

了
、
３
月
犯
日
よ
り
開
場
し
た
。

神
戸
の
新
し
い
都
市
拠
点

「
神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
地
区
」

の
表
玄
関
に
あ
た
る
Ｊ
Ｒ
神
戸

駅
前
に
位
置
し
、
ア
ー
バ
ン
リ

ゾ
Ｉ
卜
都
市
を
め
ざ
す
神
戸
の

ス
画
８
８
１
１
５
０
５
５
。

グ
・
オ
ブ
・
フ
ラ
ワ
ー
号
八
ノ

ル
ウ
ェ
ｉ
Ｖ
な
ど
も
入
港
し

て
く
る
と
い
う
。
勿
論
、
ふ

じ
丸
や
飛
鳥
な
ど
日
本
の
豪

華
Ｌ
客
船
も
入
っ
て
く
る
。

神
戸
な
ら
で
は
の
春
風
景

で
あ
る
。
歌
に
も
あ
る
よ
う

に
春
の
海
は
、
の
び
や
か
で
、

し
か
も
き
ら
び
や
か
さ
が
あ

る
。
そ
こ
に
浮
か
ぶ
客
船
は

文
字
ど
お
り
女
王
の
名
に
ふ

さ
わ
し
い
。
そ
し
て
、
選
抜

高
校
野
球
が
賑
や
か
に
盛
り

上
が
り
を
見
せ
る
頃
に
な
る

と
、
も
う
街
は
桜
で
一
杯

癖
月
研
障
壁

１
１４６
１

オーナーの出原佳栄子さん

染
ま
る
。

神戸駅南駐車場完成図

●
【
○
画
、
で
○
い
『

☆
４
月
ｎ
日
（
土
）
’
５
月
、
日
（
日
）

兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
で
、
神
戸
新
聞

社
の
主
催
に
よ
り
、
日
展
女
流
画
家
の

最
高
峰
・
三
谷
十
糸
子
さ
ん
の
は
じ
め

て
の
回
顧
展
「
三
谷
十
糸
子
展
’
ひ

と
す
じ
の
路
ｌ
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。三

谷
さ
ん
は
開
群
ま
も
な
い
２
月
ｎ

日
に
逝
去
さ
れ
、
青
春
時
代
を
す
ご
し

た
神
戸
で
画
業
が
紹
介
さ
れ
、
追
悼
の

回
顧
展
と
な
り
ま
し
た
。
（
一
般
知
円
）

★
大
丸
神
戸
店
の
前
で
靴
の
名
店
と
し

て
知
ら
れ
る
〃
ヨ
シ
オ
カ
″
の
社
長
吉

岡
潔
氏
が
３
月
即
日
、
京
都
で
急
逝
さ

れ
ま
し
た
。
４
月
２
日
、
神
戸
ポ
ー
ト

ピ
ア
ホ
テ
ル
で
、
告
別
式
が
…
。
心
よ

り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

☆
神
戸
地
下
街
株
式
会
社
の
森
本
泰
好

専
務
が
３
月
露
日
付
で
退
社
さ
れ
ま
し

た
。★

ラ
ジ
オ
関
西
か
ら
和
田
克
巳
氏
が
、

神
戸
新
川
社
梢
報
科
学
研
究
所
セ
ン
タ

ー
長
と
し
て
復
州
さ
れ
ま
し
た
。

☆
兵
庫
県
歌
人
ク
ラ
ブ
茄
務
局
が
移

転
、
新
事
務
局
／
〒
師
１
ｍ
神
戸
市
須

磨
区
友
ガ
丘
３
ノ
３
ノ
叩
上
野
晴
夫
方

宮
叩
（
疎
）
５
３
７
３

★
株
式
会
社
辰
馬
悦
蔵
商
店
が
、
４
月

１
日
付
を
も
っ
て
、
新
社
名
「
白
庇
株

式
会
社
」
と
変
更
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

従
来
不
動
産
業
務
を
行
っ
て
い
た
関
述

会
社
の
株
式
会
社
白
隠
も
、
新
社
名
は

「
辰
馬
企
業
株
式
会
社
」
と
改
称
。

〒
醜
西
宮
市
浜
町
一
番
一
号
、
白
魔
㈱

辰
馬
寛
男
社
長
衝
０
７
９
７
盆
）
０
０

０
１
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
記
）
６
３
５
６

★
４
月
Ⅳ
日
に
、
株
式
会
社
神
戸
北
野

ホ
テ
ル
（
取
締
役
社
長
／
福
持
通
氏
）

に
開
菜
前
の
お
披
露
目
。
４
月
鍋
日
か

ら
開
業
。
中
央
区
山
本
通
３
丁
目
３
番

加
号
。
神
戸
北
野
ホ
テ
ル
茸
叩
（
、
）

３
７
１
１

☆
北
村
公
子
さ
ん
が
〃
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｈ

Ｉ
Ｌ
Ｌ
〃
を
、
３
月
詣
日
ｇ
の
国
。
灘

区
榛
原
本
町
１
丁
目
７
１
詣
宮
叩
（
”
）

７
７
０
７
お
茶
と
お
酒
と
…
。

Ａ
Ｍ
哩
釦
ｍ
ｌ
Ｐ
Ｍ
ｎ
”
叩

八
Ｙ
Ｖ
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